
「騒音規制法の規制対象施設の在り方について」の審議について 

 

○ 背景 

「騒音規制法の規制対象施設の在り方」については、平成８年７月２５日、

中央環境審議会会長に諮問され、同日、騒音振動部会に付議された。諮問当時、

切断機、ボイラ、冷凍機、冷却塔の規制対象施設への追加について検討された

が、平成８年１１月２８日の中間答申においては、切断機のみが規制対象施設

に追加され、その他の３施設については引き続き検討することとされた。 

また、平成１６年１０月の「規制改革・民間開放推進３カ年計画」において、

騒音規制法及び振動規制法に規定する特定施設の圧縮機のうち、スクリュー式

圧縮機を規制対象外とするべきとの要望があり、これについて検討する必要が

生じた。 

スクリュー式圧縮機については、平成１７年度より、他の３施設については、

平成１８年度より、日本騒音制御工学会への委託調査において検討を行ってい

る。 

 

 

○審議の進め方について 

ボイラ、冷却塔、冷凍機、スクリュー式圧縮機の 4施設について、騒音振動

部会未規制施設専門委員会において御審議いただく。 
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対象施設について 

 

○ボイラ・冷凍機・冷却塔について 

（苦情件数） 

 ボイラ 冷凍機 冷却塔 

苦情件数（割合） 92件（1.7%） 130件（2.4%） 88件（1.6%） 

注）苦情件数は、平成 17 年度、地方公共団体（47 都道府県および 15 政令市）に照会をかけたもの。割合は平

成17年度騒音規制法に係る施行状況調査による工場・事業場の件数のうちの３施設の占める割合。 

 

（設置・出荷状況） 

ボイラ：ビル内の空調装置としての暖房用、機械・化学関係の工場用（産業用）等に使用さ

れており、高温熱源とされる。近年の出荷状況は、16,000台/年程度。 

冷凍機：空調機器、冷房設備、冷凍冷蔵庫等広範な分野で使用されている。用途・機種別の

近年の出荷状況は、パッケージ型空調装置が73,000 台/年程度、ガスヒートポンプ

が37,000台/年程度、吸収式冷凍機が25,000台/年程度、ターボ冷凍が37,000台/

年程度。 

冷却塔：主として冷却用冷凍機の循環冷却水用に使用されている。開放式が12,000台/年程

度、密閉式が1,000台/年程度。 

 

（騒音レベル） 

 

（参考）

図３ 冷却塔の原動機出力（kw）と騒音レベル（LAeq）（1m地点） 

図２ 冷凍機の原動機出力（kw）と 

騒音レベル（LAeq）（1m地点） 

図１ ボイラの伝熱面積（m2）と 

騒音レベル（LAeq）（1m地点） 



 

○ スクリュー式圧縮機について 

（要望内容） 

平成１６年１０月の「全国規模の規制改革・民間開放要望」の際に、（社）日本経済団体連

合会より要望。 

要望内容：『騒音規制法ならびに振動規制法が「特定施設」と規定する圧縮機のうち、スクリ

ュー式圧縮機を対象外とすべきである。』 

 

（苦情件数） 

H17年度、空気圧縮機に起因する苦情件数は384件（騒音苦情全体の2.3%、工場・事業場

苦情の 6.9%）（スクリュー式圧縮機を示す内訳は不明であるが、大部分はスクリュー式圧縮

機と推定される） 

 

（設置・出荷状況） 

エアシリンダ、粉体輸送、

エアレーション等に使用さ

れている。圧縮機の出荷は、

近年、超小型が 30,000 台、

小型が 50,000～54,000 台、

中型は 13,500～16,000 台、

大型は 600 台程度。機種別

の割合は図４の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

（騒音レベル） 
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図５ スクリュー式圧縮機の出力（kw）と騒音レベル（LAeq）（1m地点） 

図４ 機種別の占有率 


